
令和７年度 群馬県立農林大学校 学校評価システムシート　   ★は本年度新規の取組

　Ａ １００％

　Ｂ ８０％以上１００％未満

　Ｃ ６０％以上８０％未満

　Ｄ ６０％未満

番
号

重点方針 現　　　　状 評価項目 取組内容 経過・実績（3月末）
達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)

１ ア　授業評価に基づく授業方法の改善
(ｱ) 学生の授業満足度評価
　　「おおむね満足」以上　　８０％以上
　
※令和６年度満足度評価結果
　　専門科目７７％、共通専門科目９２％

(ｱ) 授業の満足度評価は以下のとおり
　＜前期＞
　共通専門科目９科目
　　満足度：８３％（最高１００％、最低３８％）
　コース専門科目１６科目
　　満足度：９１％（最高１００％、最低６７％）
　＜後期＞
　共通専門科目１３科目
　　満足度：９１％（最高１００％、最低６８％）
　コース専門科目９科目
　　満足度：９２％（最高１００％、最低８０％）

　内部の教職員が受持つ全科目のアンケートを実
施。実施後、各コース長から担当教職員に評価結果
を伝え、改善するよう指導した。

A

イ　よりよい授業のための職員の資質向上
(ｱ) 新任職員向け研修等の実施　 ２回 (ｱ) ４月に新任職員６名を対象とした授業の進め方

等の研修を実施した。校内での授業見学は着手でき
なかった。

(ｲ) 指導教授による授業観察・助言  　１回 (ｲ) 新任職員３名の授業を観察し、その後、助言を
行った。

(ｳ) ★農業高校等の授業見学・情報収集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回

(ｳ) 伊勢崎興陽高校の学校公開に合わせた公開授
業を参観した。また、勢多農林高校の座学授業、実
習の参観を３月に実施予定。

ウ　ＤＸを活用した、効率的でより効果が高
い指導方法の推進
(ｱ) ★大型モニター設置　　　　　　　各教室 (ｱ) 令和８年度に導入予定だった大型モニターの設

置を前倒しで実施。５０～６０インチの大型モニターを
各教室に設置し、これを活用した授業が行われた。
　また、アグスタONLINE（ｱｸﾞﾘﾌｭｰﾁｬｰｼﾞｬﾊﾟﾝが提供
するONLINE教材）の活用を試行した。

(ｲ) ★農業高校等の授業 見学・情報収集
　　１回（再掲）

(ｲ)　伊勢崎興陽高校の学校公開に合わせた公開授
業を参観した。また、勢多農林高校の座学授業、実
習の参観を３月に実施予定。

ア　主体的・対話的で深い学びの実践
(ｱ) 電子図書館の活用推進　　　　　　１回

(ｲ) アクティブラーニング型授業　　　随時

(ｳ) 課題研究活動　　　　　　　　１人１課題 (ｳ) 課題研究活動では、各コースにおいて計画検討
会等を開催。２年生全員が課題に取り組み、学内課
題研究発表会にて発表した。（以下に記載）

(ｴ) 農水省「みどり戦略学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ」参加
                     　　　　　　１グループ以上

※令和６年度は、２グループ（花き・果樹、社会人）、
個人２名（酪農肉牛、農と食のビジネスの学生）が
参加

(ｴ) 「みどり戦略学生チャレンジ」に、花き・果樹コー
ス、酪農肉牛コース、社会人コース（有機農業専攻）
の３グループがエントリーした。
　その結果、関東ブロック大会において、社会人コー
ス（有機農業専攻）が大学・専門学校の部で準ブラン
プリ、花き・果樹コースと酪農肉牛コースが「midori
チャレンジ賞」を受賞した。

目指す学校像 群馬県農林業の多様な担い手育成
達
成
度重点方針

１  質の高い教育の実行

２  実績の上がる学生募集の実行

３　実績の上がる進路指導の実行

４　県民の期待に応えられる研修の実行

  本校は群馬県農林業を支える人
材を育成する県内唯一の公立高
等教育機関である。
  農林部には２つの学科、６のコー
スがある。農業経営学科は、野菜
コース、花き・果樹コース、酪農肉
牛コース、社会人コース、農林業
ビジネス学科は農と食のビジネス
コース、森林コースからなる。定員
は１００名である。

１　実習等を通じた実践学習を教
育の基本としている。

２　課題解決型の研究に取り組
み、主体的に学ぶ力を育んでい
る。

３　人間力を身につけるために、１
年次は全寮制とし、寮生活を通し
て規律・協調・思いやりの精神を
育んでいる。

４　農林業の国際化や技術・情報
の高度化、農業の6次産業化に対
応できる技術の習得や組織活動
等のマネジメント能力を養成し、経
営力を身につけている。

５　国際水準ＧＡＰを教育カリキュ
ラムに導入し、農場等での実習を
通して、農業生産技術に加え国際
感覚を兼ね備えた担い手を育成し
ている。

６　平成31年３月に、新たな施設
園芸経営の形を創造する拠点とし
て「ぐんまイノベーションファーム」
を設置した。地域農業を牽引する
優れた経営者の育成をめざすとと
もに、地域に開かれた実証モデル
施設として最先端技術を発信して
いる。

７　令和５年３月に公表された「群
馬県みどりの食料システム基本計
画」に基づき、持続可能な農業（特
に有機栽培）の取組を強化し、有
機栽培に取り組む生産者を増加さ
せるため社会人コース「有機農業
専攻」を令和６年度に新設した。

(2)学生が
やる気と自
信の持て
る教育

質の高
い教育
の実行

(1)学生に
とって分か
りやすい授
業の実施

(ｱ) 令和８年度についても、令和７年度と同様の
科目、設問項目にて、授業評価アンケートを実
施する。実施後は、各コース長から、担当職員
に結果をフィードバックし、。満足度が低い理由
等について改善するよう指導する。

B

(ｱ) 新任職員向け研修会を４月に実施するとと
もに、ベテラン職員（コース長等）や評価の高
かった授業の授業見学を行う。

(ｲ) 授業観察・助言は、新任職員だけでなく、ア
ンケート結果から改善が見られない職員に対し
ても行う。

(ｳ) 年度当初に各農業高校の公開授業予定を
把握し、各コースに早めに周知して授業参観参
加者増を図る。

Ａ

(ｱ)(ｲ) キャリアデザインにおいて、電子図書館の活
用方法等について、農文協担当者による講義を行っ
た。切り花栽培学では電子図書館を活用し、アクティ
ブラーニング型講義を実施した。

Ａ

(ｱ)(ｲ) キャリアデザインにおいて、電子図書館
の活用方法等について、農文協担当者による
講義を行う。また、各コースでの課題研究や講
義で電子図書館の活用を推進する。

(ｳ) 研究課題の設定に向け、各コースにおい
て、２月以降順次、計画検討会を開催する。

(ｴ) 令和８年度「みどり戦略学生チャレンジ」に、
エントリーするよう指導する。

次年度の課題と改善策

(ｱ) 大型モニターを活用した授業を行う。
　また、「経営管理学」の授業内でアグスタ
ONLINEの動画教材を試行する。

(ｲ)　年度当初に各農業高校の公開授業予定を
把握し、各コースに早めに周知して授業参観参
加者増を図る。
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番
号

重点方針 現　　　　状 評価項目 取組内容 経過・実績（3月末）
達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)次年度の課題と改善策

イ　実習等におけるリスク管理意識向上
(ｱ) 校内における農作業事故　　　　　０件

　※令和６年度農作業事故　１件

(ｱ) 校内における農作業事故　２件
ａ　鉈による左手人差し指の切創（全治５週間）。切
創手袋未着用（ゴム製手袋を着用）。

b　トラクター免許研修中にトラクター同士の追突事故
（停車中のトラクターに後続のトラクターが後ろから追
突）があり、追突車両が破損し、被追突車両の搭乗
者が腰を負傷した。
　

【委員】
　今はＶＲとかもあるので、そういうものを活用
しながら、イメージを持って、ケガや事故に対応
できるようにしてもらえるとよい。

【職員向け】
(ｲ) ヒヤリハット事例の共有化　 　　　随時

【職員向け】
(ｲ) ヒヤリハット事例(発生状況、原因、対策・指導等）
の共有ファイルを作成して情報共有した。

(ｳ) 刈払機安全研修　　　　　　　　　　１回 (ｳ) 刈払機安全研修実施（４月）１回

(ｴ) 農作業安全指導者研修　　　　　　３名 (ｴ) 農作業安全指導者研修への参加
　（６～８月）　４名

【学生向け】
(ｵ) 刈払機の安全衛生教育（森林）　１回

【学生向け】
(ｵ) 刈払機の安全衛生教育（森林）実施 １回

(ｶ) 伐木等の特別教育（森林）　　　　１回 (ｶ) 伐木等の特別教育（森林）実施 １回

(ｷ) 農業機械研修　　　　　　　　　　　 ３回 (ｷ)  農業機械研修
　刈払機（４月：農食、６月：社会人）
　管理機（５月：農食）
　運搬車（５月：森林）
　ホイルローダー（７月：酪肉）
　動噴・運搬車（７月：農食）

ウ 課題研究・意見発表等の取組
(ｱ) 全国大会出場　　　　　　　　　１名以上 (ｱ) 関東ブロック大会では、課題研究発表に３名が出

場し、1位、2位、３位を独占。意見発表でも１名が出
場し、１位となった。全国大会には各１名が出場し、
課題研究発表（プロジェクト発表）で最優秀賞（農林
水産大臣賞）、意見発表で優良賞（全国農業大学校
協議会会長賞）を受賞した。

(ｲ) 代表課題発表前指導　　　　　　　２回 (ｲ) 代表課題発表前指導
【課題研究（２年生）】
　各コースにおいて、計画・中間検討会を開催し、成
績概要や発表用資料のブラッシュアップを図った。
【意見発表（１年生）】
　キャリアデザインⅠで、４～６月に４回、作文指導の
講義を行った。また、夏休みの宿題として１人１課題
の作文を作成（全員提出）させ、各コースにおいて添
削指導した。

　上記指導を行ったうえで、校内課題研究発表会（11
月26日、27日）を開催し、代表課題研究発表会（12月
12日）に出場する代表者（課題研究発表７名、意見
発表５名）を選出。発表前指導を２回（12月2日、10
日）実施した。

(ｳ) 関東大会前発表指導　　　　　　　２回 (ｳ) 代表課題発表会において、関東大会（1月15、16
日）への出場者（課題研究発表３名、意見発表１名）
を選出。発表前指導を３回（12月18日、23日､1月13
日）実施した。

(ｴ) 全国大会前発表指導　　　　　　　２回

※令和６年度　プロジェクト発表　特別賞「日本農業
新聞賞」受賞

(ｴ) 全国大会（2月17～19日）に出場する課題研究発
表１名、意見発表１名に対し、発表前指導を１回（2月
9日）実施した。

Ｄ

(ｱ) 事故事例を検証し、作業前の装備確認や危
険予知を行うなど、農作業事故防止に努める。
　トラクター操作に関しては、入校案内時にマ
ニュアル免許の取得を推奨するとともに、クラッ
チ操作の資料を作成し、研修開始時に説明指
導の徹底を図る。

【職員向け】
(ｲ) 引き続き、ヒヤリハット事例の情報共有を行
う。

(ｳ)(ｴ) 刈払機安全研修は、新任職員必須の研
修として毎年実施する。
　農作業安全指導者研修（国研修）は、未受講
者に必ず受講するよう指導する。

【学生向け】
(ｵ)～(ｷ) 各コースの状況に応じて、適宜、農業
機械研修を実施する。

Ａ

(ｱ)～(ｴ) 次年度も全国大会出場に向け、下記
の指導を行う。
　なお、課題設定の際は、県の政策や地域が抱
える問題にも目を向けさせ、必要に応じて関係
機関との連携を模索するよう促す。これにより、
学生の視野を広げ、課題を把握・解決する能力
の習得を目指す。

【課題研究】
①計画検討会（２月～７月）
②中間検討会（９月～11月）
③校内課題研究発表会（11月）
　　代表課題発表前指導
④代表課題研究発表会（12月）
　　関東大会前発表指導
⑤関東ブロック課題研究発表会（１月）
　　全国大会前発表指導
⑥全国発表会・意見発表会（２月）

【意見発表】
①キャリアデザインⅠの講義で作文指導
②夏休みに１人１課題の作文を作成し、これを
もとに意見発表指導
　※その他、課題研究に準じて指導

【委員】
　課題研究発表会について、このような取り組
みは、本人だけでは良い成果が出ないので、
先生方の指導力が実った形だと思う。発表は、
科学的な根拠を示して説得力のある内容だっ
た。それが素晴らしい成果に結びついた。来年
度も期待したい。
　若い人が自信を持って表現することは、農業
の魅力を多くの人に知ってもらうために、有効
ではないか。ぜひ、色々な機会を使って、発表
してもらいたい。

【委員】
　どれも素晴らしい発表で感銘を受けた。先生
方のサポートや学生達のやる気が感じられ、す
ごく勉強しているのだなと感心した。引き続き学
生が自信や意欲を持てるような機会を設けても
らいたい。
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番
号

重点方針 現　　　　状 評価項目 取組内容 経過・実績（3月末）
達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)次年度の課題と改善策

エ　国際水準のＧＡＰを実践
(ｱ) 野菜コースのGAP維持審査　　１回 (ｱ) ASIAGAPがJGAPと一本化されるため、JGAPで

維持審査を受験して認証された。指摘事項を改
善し、実習内容に反映した。

(ｲ) 農林大ＧＡＰの内部審査　  　　１回 (ｲ) 上記以外では、コース毎に独自基準である農林
大ＧＡＰを設け、３月に内部審査を実施。校内農薬管
理規定に基づき、農薬等の管理徹底を図った。

オ 有機農業の担い手育成
(ｱ) 「有機農業論」、「循環型農業論」
  　  「おおむね満足」以上　　８０％以上

　※令和６年度実績
　　　「循環型農業論」　８６％
　　　「有機農業論」　　７６％

(ｱ) 前期 「循環型農業論」の満足度評価　９２％
　　 後期「有機農業論」の満足度評価　９７％
　　 特に実践農家による講義が好評であった。

(ｲ) 社会人コース
　 　 「おおむね満足」以上　　８０％以上

(ｳ) 社会人コースの就農率   １００％

(ｴ) 【追加】有機農業交流会の開催 (ｴ) 有機農業を学ぶ学生や卒業生、すでに有機農業
を実践している方々の情報交換を行う場を作ることを
目的として「有機農業交流会」を開催した。

カ　スマート農林業の実践
(ｱ) スマート農林業の機械・施設等の活用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　各コース

(ｱ) イノベーションファームでは、野菜コースにおいて
８課題の課題研究に取り組み、卒業論文としてまと
めた。花き・果樹コースにおいて、「みどり戦略学生
チャレンジ」として調査・研究に取り組んでいる。
   酪農肉牛コースでは、スマート農業に取り組む業
者を講師にドローンや自動操舵システムについて講
義を実施した。また、牛のウェアラブルデバイスを乳
牛舎に導入し、それに伴う活用に向けた講義をメー
カー講師に依頼し実施した。

Ａ

キ　六次産業化、実践販売力の強化
(ｱ) 特別講演会　　　　　　　　　　　　　１回 (ｱ) 野菜の粉末化に取り組む企業による講演会（12

月12日）、ぐんまちゃん作者 中嶋文子 氏によるプロ
モーション・ＰＲ戦略に関する講演（2月20日）を開催
した。

(ｲ) ★粉末化プロジェクトの実行 (ｲ) 粉末化機器の導入・活用に向け、対象となる農
産物の作付・粉末化の計画を作成して取り組んだ。
　低温除湿乾燥庫、凍結乾燥システム等、粉末化に
必要な機器を導入し、次年度課題研究に向けた予備
試験に使用した。

(ｳ) 販売学習　　　　　　　 　　　　　　　７回 (ｳ) 販売学習
①花と野菜の即売会の開催（5月9日：校内）
②イオン販売会の開催（6月6日、10月17日、12月5
日：イオン高崎）
③ぐんま青空マルシェに出店（5月25日：群馬支所）

【委員】
　イオンの販売会に３回中２回参加させてもらっ
た。並んでいる間に周りの雑談を聞いている
と、農林大の取組が定着していると感じる。農
林大の農産物がとても良い、いつも楽しみにし
ていると言う人が多い。農林大をＰＲする意味
でも大事だと思う。学生にとってもよい体験にな
る。

(ｴ) 有機農産物取扱店での販売 (ｴ) 有機農産物取扱店において有機野菜を６月から
週２回（火・金）販売開始した。しかし、収穫減により、
９月中旬～１０月中旬まで、出荷を一時休止。１０月
下旬から出荷を再開し、２月末まで出荷を継続した
（年間出荷・販売回数：５７回）。
　また、有機農産物を販売するマルシェ（イオン：10月
18、19日、前橋総合運動公園：11月16日）に出店し、
農林大学校の有機農産物をＰＲした。

(ｲ)(ｳ) 実習、就農支援カリキュラムの充実を図った。
　　コースのアンケート結果
　　　「おおむね満足」以上　８８％
　　社会人コースの就農率　８８％（7/8名）見込

(ｴ) 次年度以降も「有機農業交流会」を開催し、
情報交換の場を作る。

(ｱ) イノベーションファームでは、野菜コースで１
０課題、花き・果樹コースで５課題の課題研究に
取り組む。
　酪農肉牛コースでは、導入した牛ウェアラブル
デバイスを活用した実習を展開するとともに、新
たに分娩監視カメラの導入を進める。
　森林コースでは、令和8年度カリキュラムから
スマート林業の講義および実習を新たに追加す
る。

Ａ

(ｱ) 次年度も六次産業化に関する講演会を開
催する。

(ｲ) 次年度課題研究にて本格的に使用するほ
か、社会人コース等他コースにも加工技術を習
得できるようにする。

(ｳ) 販売学習
①販売力強化、販売チャネルの多様化、引き売
りの負担軽減のため、校内直売会の開催を検
討する。
②イオン販売会の開催（6月5日、10月16日、12
月4日予定）
③ぐんま青空マルシェに出店（年３回）

(ｴ) ６月～２月まで安定的に有機農産物を出荷
できるよう、作付け計画を検討する。マルシェ等
に参加し、農林大学校の有機農産物をPRす
る。

Ａ

(ｱ) 引き続き、自己チェック等を行い、改善を進
める。

(ｲ) コース毎に独自基準である農林大ＧＡＰを設
け、取組計画に基づき、内部審査を実施する。
　酪農肉牛コース職員は、畜産J-GAP指導員
の更新を行い、校内GAPや学生指導に活用す
る。

A

(ｱ)～(ｳ) 「循環型農業論」「有機農業論」の授業
内容をさらに充実（新たな外部講師の発掘な
ど）させる。アンケート結果をフィードバックし、社
会人コースへの就農支援の強化を図る。卒業
後の就農率１００％を目指す。

【委員】
　就農支援は色々な助成もあるが、例えば、機
械を導入して、効率的にやって、規模拡大して
となった時に、うまく機械の導入が見込めるよう
な仕組みができればよいと思う。

【委員】
　有機農業も素晴らしいが、それとは違う、多様
な農業の素晴らしさも、学生達に教えた方が選
択肢として広がると思う。

【委員】
　有機農業交流会の開催は非常によいと思う。
特に、独立するとなると孤立しがちな方もいる。
孤立させない繋がりを作っていけるのは、卒業
した後も心強いのではないか。

【委員】
　いきなりＪGAPだとハードルが高いの
で、その前段階の仕組みがうまくできれば
よい。
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達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)次年度の課題と改善策

ク　デジタル人材の育成
(ｱ) ★民間企業と連携したデータサイエンス
関連授業（生成ＡＩ等）　　　　　　　　　　１回

(ｱ)  「生成ＡＩ基礎講座」を２年生及び社会人コースの
学生向けに開催（11月5日）した。次年度も開催する
ため、必要な予算措置を行った。 Ａ

【委員】
　ＡＩの活用は難しいところもあるが、 ＡＩにその
分野で生徒に伝えるのに面白い話題とか三つ
挙げてと聞くと教えてくれる。提案してくれた中
から生徒に響きそうなものを授業の最初の掴
みのところで使う。そんな使い方もできる。

ケ　プレゼンテーション能力の向上
(ｱ) キャリアデザインⅠによる講義　１年生 (ｱ) ５月に自己ＰＲ、１分間スピーチの演習を行った。

(ｲ) 学年集会時（１分間スピーチ）　　　３回 (ｲ) ７、１２、２月の学年集会において、各学年・コー
ス代表者による１分間スピーチを行った。

コ　学業優秀者の表彰
(ｱ) １年次、２年次、２年間の優秀者表彰 (ｱ) １年生は3月18日、２年生は3月19日（卒業式当

日）に褒章授与式を開催し、表彰する。
Ａ

ア　寮生活を通して規律､協調､思いやりの
精神を育む教育の実践
(ｱ)１年次　　　                             全員
(ｲ)２年次　　　                    原則希望者

(ｱ)(ｲ) ５月から７月にかけて、スクールカウンセラー
による新入生面談を実施。また、朝の打ち合わせで
各コースへ学生への指導を依頼、学年集会等、機会
をとらえ意識喚起してきた。
　しかし、以下の違反行為により学生を処分した。

①寮内で違反行為が発覚。規程に基づき厳正に対
処し、２年生４名（うち２名が退寮処分）を処分した。
②校内における違反行為に対し、学生２名に厳重注
意処分を行った。

B

イ　あいさつ運動の実施
(ｱ) 登校時における玄関前での声かけ (ｱ) 登校時における玄関でのあいさつ運動、さらに校

門での交通安全指導を実施。
A

ウ　メンタルヘルスの実施
(ｱ) 入校後面談（５月）　　　　１年生全員 (ｱ) ５月から７月にかけて、スクールカウンセラーによ

る新入生面談を実施した。

(ｲ) スクールカウンセラーの設置　２回/月 (ｲ) 延べ13名の学生がスクールカウンセラーによるカ
ウンセリングを利用した。

エ　マナーアップの促進
(ｱ) マナーアップ講座の開催　　　　　１回 (ｱ) ２月に市内紳士服専門店担当者によるマナー

アップ講座を１年生対象に開催した。採用面接時の
マナーやスーツの着こなし等を学んだ。

Ａ

オ　生活態度優秀者等の表彰
(ｱ) 1年生　　              　　　各コース１名 (ｱ) 舎監推薦及びコース推薦により総合的に決定

し、3月18日の褒章授与式にて表彰した。
Ａ

ア　地域との連携、地域貢献等
(ｱ) 箕輪城・芝桜公園の美化　　　　４回 (ｱ) 箕輪城跡の美化として、５月に花壇苗３２０鉢、１

０月に花壇苗５５０鉢を提供した。また、３月末には芝
桜公園に花壇苗４，０００鉢を提供した。

(ｲ) 地元小学校との交流　　　　　　 １回 (ｲ) 10月17日に開催された箕輪小学校花いっぱい運
動共同作業に、生産した花壇苗１，０００鉢を提供す
るとともに、花き・果樹コース学生が生徒に対してプ
ランターの植え込み指導を行った。

(ｳ) 地元マルシェ等への出店　 　　 ３回 (ｳ) ぐんま青空マルシェに出店（5月25日、10月26
日、12月14日）

(ｴ) 学校給食ヘの出荷　　　　　　　４品目 (ｴ) 箕郷学校給食センターへの出荷（３月末現在：
キャベツ１，２４０kg、ニラ１６kg、タマネギ３３８kg、ネ
ギ６８kg、キュウリ５０kg）

(ｵ) 子ども食堂との連携による食育　随時

　※令和６年度の食材提供　３９回

(ｵ) 子ども食堂への食材提供　３５回

(ｱ) 「生成ＡＩ基礎講座」をキャリアデザインⅡの
講義として位置づけて開催する。

Ａ

(ｱ)(ｲ) 次年度もキャリアデザインⅠの講義にお
いて、自己ＰＲ演習を行う。また、学年集会（年３
回）時に、各コース代表者による１分間スピーチ
を行う。

(ｱ) 次年度も３月に褒賞授与式を開催し、学業
優秀者を表彰する。

(3)社会生
活の基本
を身につ
ける

(ｱ)(ｲ) 引き続きスピード感を持ち、朝の打ち合
わせや学年集会などで、学生の指導を徹底す
る。寮内での違反行為に関しては、再度、舎監
とルールを確認し、指導を徹底する。
　また、校門前での交通指導や挨拶運動によ
り、意識向上を図る。

(ｱ) 登校時における玄関でのあいさつ運動、さ
らに校門での交通安全指導を実施する。

A

(ｱ) 次年度も５月から７月にかけて、新入生全
員を対象としたスクールカウンセラーによる面談
を実施する。

(ｲ) 次年度も年間２２日のスクールカウンセラー
来校日設定。一日当たり４コマの枠を設けて学
生に周知し、カウンセリングの利用促進を図る。

(ｱ) 次年度も市内紳士服専門店担当者によるマ
ナーアップ講座を１年生対象に開催する。

(ｱ) 次年度も３月に褒賞授与式を開催し、生活
態度優秀者を表彰する。

(4)地域、
外部機関
との連携

Ａ

(ｱ) 次年度も実践学習として花壇苗を生産し、
提供する。また、芝桜公園用の芝桜苗の栽培
方法を課題研究で検討する。

(ｲ) 次年度も実践学習として花壇苗を生産し、
提供するとともに、５～６年生に対してプラン
ターの植え込み指導を実施する。

(ｳ) 次年度も年３回開催する予定のマルシェに
すべて出店する。また、今年以上の品揃えを目
指し、作付計画を立てる。

(ｴ) 給食センターへの出荷を継続するとともに、
多くの品目での利用を働きかける。

(ｵ) 子ども食堂への食材提供を継続するととも
に、多くの品目が提供できるように調整する。

【委員】
　30数年前はスクールカウンセラーとかは無く、
大変なこともあった。13人がカウンセリングを受
けたことを見ると、良かったのではないかと思
う。

【委員】
　地域の連携は大事である。学生達が就農す
ればで、その地域の方々と連携せざるを得な
い。農地がある以上、地域との結びつきは絶対
切れない。地元に入ったら、このように地域と連
携していくと言うような事例も勉強させてもらえ
るとよい。
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イ　外部機関との連携
(ｱ) 高崎健康福祉大学との共同研究 (ｱ) 酪農肉牛コースでは、課題研究の中で高崎健康

福祉大学と機能性成分分析を共同研究で実施。課
題研究発表会では、関東ブロック大会で３位入賞と
なった。
　農と食のビジネスコースでは、課題研究に向けて、
キャベツとウメ加工品の栄養成分分析を共同研究で
実施した。

(ｲ) 東日本調理師専門学校 (ｲ) 農と食のビジネスコースでは、２月に東日本調理
師専門学校にて、農林大産農産物を使用した調理実
習を行った。専門学校の学生と一緒に本格的な中国
料理を学び、交流することができた。

(ｳ) 【追加】カルビーポテト(株)、全農ぐんま
等

(ｳ) 農と食のビジネスコースでは、「加工用バレイショ
導入による持続的なコンニャク生産の実現について」
と題し、外部機関と連携した課題研究を設定。全国
の課題研究発表会で最優秀賞（農林水産大臣賞）を
受賞することができた。

ウ　イノベーションファームの活用
(ｱ) 視察等受け入れ　　　　　　 　１０回

　※令和６年度は７回延べ７９名

(ｱ) 農林大学校に対する理解促進のため、各種団
体、企業、生産者等の視察を受入れた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５回　延べ２０３名

(ｲ) 農業技術センターとの連携による最新技
術の実証と普及　 　 　   　　　　　３品目

(ｲ) 野菜コースでは、県育成イチゴ新品種に関する
課題研究を３課題実施し、卒業論文としてまとめた。
   花き・果樹コースでは、中部農業事務所、民間企
業と連携して紫外線によるバラ切り花栽培におけるう
どんこ病防除の予備調査を実施した。

ア　ICTを生かした新たな授業方法の展開
(ｱ) 高性能林業機械のシミュレーター操作 (ｱ) ７月と９月に高性能林業機械のシミュレーター操

作実施、２月にＶＲシミュレーターを使った林業労働
災害防止講習会を開催した。

(ｲ) ★牛向けウェアラブルデバイスからの
データ活用

(ｲ) ウェアラブルデバイス（飼養する牛の情報をイン
ターネットでリアルタイムに確認できる機器）は、２月
に導入し運用を開始。学生向けにメーカーに講師を
依頼し、スマート農業やウェアラブルデバイスの活用
方法の講義を実施した。

イ  最新作業機械による学習の実践
(ｱ) ★自走式飼料収穫調製機械での実習 (ｱ) 新たな汎用型微細断飼料収穫機等を導入し、専

門実習で活用を開始した。また、県関係機関を参集
した実演会を開催したところ、２３名が参加。実演は
雨天中止となったが、メーカー担当者から本機の性
能や操作性等について説明を受けた。

Ａ

ウ  快適な学習環境の整備
(ｱ) ★現場教室等に空調設備を設置 (ｱ) 野菜コース、花き・果樹コース、社会人コースの

現場教室・出荷調製室に空調設備を設置した。酪農
肉牛コース、農と食のビジネスコース、森林コース、
機械整備舎現場教室,は、令和８年度の予算措置を
行った。

Ａ

エ  キャンパスの環境美化
(ｱ) 環境整備の実施　　　　　　　　　 ８回 (ｱ) 全校学生による校内の環境整備（清掃、除草、植

栽管理）を、５、６、７、９、１０、１１、１２、１月に実施し
た。

Ａ

Ａ

(ｱ)～(ｳ) 次年度の課題研究も必要に応じて外
部の関係機関と実施し、学生が一歩踏み込ん
だ課題に取組める環境を整える。

Ａ

(ｱ) 引き続き視察等の受入を行う。
　花き・果樹コースでは、本校ホームページを活
用して特徴的な学習や栽培を発信する。

(ｲ) 野菜コースでは、新たに２課題を設定し、
データを収集する。
　花き・果樹コースでは、中部農業事務所や民
間企業との連携を継続するとともに、バラ栽培
における化学農薬５０％削減に向けた課題研究
を実施する。

(5)教育環
境の充実

Ａ

(ｱ) 次年度も７月と９月に高性能林業機械のシ
ミュレーター操作実施、２月にＶＲシミュレーター
を使った林業労働災害防止講習会を開催する。

(ｲ) 次年度は「分娩監視カメラ」を導入し、遠隔
で分娩状況を確認できる体制を整える。ウェア
ラブルデバイスと組合わせることにより、職員や
学生の牛舎での拘束時間や負担を削減し、ス
マート農業の実践学習をさらに充実させる。

(ｱ) 今後、学生教育の充実と最新技術の実践を
目的とし、実習・研修会等で活用するとともに、
良質な自給飼料の生産を行っていく。
　次年度は、搾乳システムの入替や牛飼養管
理に関する作業機械導入を進め、実習環境の
改善と安全確保を行いつつ、即戦力となる人材
育成に向けて活用する。

(ｱ) 次年度は、酪農肉牛コース、農と食のビジ
ネスコース、森林コース、機械整備舎の現場教
室等で空調設備を設置する。

(ｱ) 次年度も全校学生による校内環境整備を年
８回実施する。
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２ ア　学生募集の強化
(ｱ) 入校者数　　　　　  ７０ → ８０名以上 (ｱ)入校予定者数　６１名（２月末現在）

　　　うち県外３名（東京都２名、栃木県１名）
①推薦入試　４８名
②一般入試　１３名（うち社会人２名）
③追加入試申込者　８名（うち社会人１名）

(ｲ) 学生募集プロジェクト会議　　  　２回 (ｲ) コース長・係長会議において、学生募集やオープ
ンキャンパスの進め方等について協議した。

(ｳ) 高校生・保護者向けPR資料配布
                                                 ５８校

(ｳ) 農業系高校(１０校)、進学実績のある高校(４８校)
を訪問し、学校案内等を配布した。また、新任校長訪
問(１５校)、 本校受験の可能性がある埼玉県北部の
高校(２１校)、栃木県西部の高校(１５校)を訪問してＰ
Ｒした。

(ｴ) 新・農業人フェア等参加 　　 　　　２回 (ｴ) 新・農業人フェア（都内：９月と１１月）、ぐんま就
農FEST2025（Ｇメッセ：２月）に参加し、就農を目指す
方に入校を呼びかけた（９月は６組、１１月は１３組、
２月は３８組の相談対応）。

(ｵ) 高校進路説明会への参加　    ２０回 (ｵ) 高校進路相談会やガイダンスに３７回（３月末の
予定含）参加し、学生募集した。

イ 学生参加型オ－プンキャンパス開催
(ｱ) 参加者数　　　  １４７ → １５０名以上 （ｱ) オープンキャンパスを３回開催（7月24日（木）、8

月2日（土）、8月30日（土）、★社会人コースのオープ
ンキャンパスも同時開催）した。
　　学生の参加者数　１６１名

(ｲ) 参加者の満足度評価
　　　「おおむね満足」以上　　９５％以上

　※令和６年度の満足度評価　９５％

(ｲ) 参加者の満足度評価
　　　「おおむね満足」以上　　９８％

ウ　情報発信
(ｱ) ＨＰの更新回数　　　　　　１００回以上
　
※令和６年度更新回数　１４５回

(ｱ) ＨＰ掲載による情報発信（更新回数７７回）
　　※2月17日現在

(ｲ) 動画配信　　　　　　　　　　　　　１０回 (ｲ) 学校案内と合わせ、各コースの動画開を作成し
た。

(ｳ) ラジオ放送　　　　　　　　　　　　　１回 (ｳ) ラジオ放送の取り組み無し

(ｴ) 上毛新聞（県内高校生全員） 　　１回 (ｴ) 上毛新聞｛みんなの進路」に投稿（タブロイド紙、
WEB）

(ｵ) 学校案内　　 　　　　　　　　３，５００部

(ｶ) ポスター　　　　　　　　　　　　　３００部

【追加】
(ｷ) 就農支援サイト「ぐんナビ」で学生を募集した。
(ｸ) 社会人コース座談会「農林大って、思ってたより
面白 い！」を開催し、ＨＰで掲載した。

★情報発信の効果検証アンケート（１年生向け）を実
施。「何で情報を得たか」、「最も参考になった情報は
何か」聞いたところ、オープンキャンパス、ホームペー
ジ、学校案内（パンフレット）、学校の先生、家族・親

 戚、学校の進路ガイダンスが上位となった。

エ  全寮制に対する不安解消
(ｱ) 寮生活の紹介　　　　　　　　　　 　１回 (ｱ) オープンキャンパスの個別相談で、学生の運営

委員が同席し、寮や学校生活の相談にのった。
3月25日、26日に新入生への寮見学会を実施した。

(ｲ) 農業高校へOBOG等の派遣     　１校 (ｲ) ３月に勢多農林高校へＯＢ・ＯＧを派遣し、農林
大学校をＰＲ予定

【委員】
　４年制の大学に行きたがる学生が多いので
はないか。群馬県も４年制大学にしたらどうか。
群馬で農業をやる上で、農林大は最高だと思っ
ている。
【回答】
　農林大の職員は教員免許を持っていない。４
年制の大学にすると講義や研究が主になる。
農林大の魅力は実践である。

実績の
上がる
学生募
集の実
行

１　少子化により減少傾向であっ
た入校生も、ＨＰの更新や学生募
集の強化、ＰＲにより令和４年度ま
では８割程度を確保していた。し
かし、令和５年度は６割程度に減
少し農　業や農林大の魅力を広く
知らせる必要がある。
　定員１００名に対し、平成３１年
度８６名、令和２年度８３名、令和
３年度７８人、令和４年度８２名、
令和５年度５９名、令和６年度５９
名、令和７年度７０名で推移してい
る。
　
２　近年、非農家出身者が増加し
ており、令和７年度入校生は８０％
を占めている。なお、女子学生の
割合は、令和７年度は２６.％(令和
６年度２７％）であった。

３　入校生の約６割が農業高校出
身者（令和７年度入校生：６９％）
であり、農業高校との連携とともに
普通高校へのＰＲも積極的に行っ
ている。

(1)入校生
の確保

Ｂ

(ｱ)(ｲ) 本年度の入校状況等を検証し、次年度
に向けた対策を検討する。

(ｳ) 次年度も、農業系高校、進学実績のある高
校、新任校長高校を訪問する。また新たに、埼
玉県北部と栃木県西部の高校へオープンキャ
ンパスの資料を配付する。

(ｴ) 次年度も、新・農業人フェア（都内２回）、ぐ
んま就農FEST（県内１回））に参加し、就農を目
指す方に入校を呼びかける。

(ｵ) 次年度も、招かれた高校進路相談会等に
は、県外も含め可能な限り参加する。

Ａ

(ｱ)(ｲ) 次年度も学生参加型のオープンキャンパ
スを開催する。
　８月に開催する２回のオープンキャンパスにつ
いて、より保護者が参加しやすくなるよう、うち１
回を日曜日の開催とする。

Ｂ

(ｱ)～(ｶ) 情報発信の効果を検証し、次年度の
取り組みについて検討する。

(ｵ)(ｶ) 本年度の学校案内等に、二次元コードを使
い、ＨＰに誘導した。また、次年度の学生募集に向
け、学校案内やポスターの作成を開始。掲載する素
材や学生候補を選定し、撮影計画等を策定した。

Ｂ

(ｱ) 次年度のオープンキャンパスにおいても、学
生運営委員の同席による個別相談ブースを設
け、寮生活の不安解消を図る。また、新入生へ
の寮見学会を開催する。

(ｲ) 高校からの要望が少ないため、高校の進路
行事に本校学生を派遣できることを周知する。
また、「先輩からのメッセージ」を、可能な限り多
く配付する。

【委員】
　本校でも今年度からインスタグラムを始めた。
見てくれる方が増えている。高校も少子化の影
響で倍率が伸びない。インスタをやっているよう
なところは、ある程度倍率があるのかなと、教
員が話をしている。ぜひ、あげたらどうか。
　高校のSNSは職員が発信をしている。生徒の
様子や子牛が生まれましたとか、他愛もないこ
とだが、知ってもらうためにはよい。ハッシュタ
グの付け方も工夫するとよい。
【回答】
　学生からもSNSの方がよいと言う話も聞いて
いる。難しい面もあるが検討したい。高校との
連携も重要。学生は先生からの情報が特に参
考になったと言っている。
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番
号

重点方針 現　　　　状 評価項目 取組内容 経過・実績（3月末）
達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)次年度の課題と改善策

ア  県内高校への学生募集訪問
(ｱ) 高校訪問　　　　　　   　　　　県内全校 (ｱ) 担当教授が県内高校のほか、本校受験の可能

性がある埼玉県北部の高校(２１校)、栃木県西部の
高校(１５校)を訪問してＰＲした。

(ｲ) 校長・農林部長による訪問　　　１０校

(ｳ) 管理職・担当職員による訪問　４８校

イ  連携会議等を通じた情報交換
   　農業高校の担任等へのＰＲ強化
(ｱ) 高校教員見学会　　　　　 　  　 １回 (ｱ) ６月に高校教員を対象にした校内見学会を開催

（参加者１９名）

(ｲ) 連携会議　　　　　　　　　　 　　　１回 (ｲ) ７月と１月に農業高校と県行政による担い手育成
に関する連携会議を開催

ウ  学校見学会の積極的な受入れ
(ｱ) 受入れ　　　　　　　   　　　　　　　随時 (ｱ) ６月に安中総合学園高校、３月に富岡実業高校

の農林大見学会を開催。農林大学校の魅力をＰＲし
た。

A

エ  職員派遣講義による高・大連携の強化
(ｱ) 職員による出前講義　　　　　　　３回 (ｱ) 勢多農林高校で出前講義（森林２回）、富岡実業

高校で出前授業（野菜）を実施。伊勢崎興陽高校で
林業教室を開催（２回）。玉村高校と吾妻中央高校の
進路ガイダンスに参加し、花き実習体験を実施。

A

３ ア  進路方向の決定と進路別指導
(ｱ) 三者面談　　　　　 　　　　   　　１回
(ｲ) 進路希望調査　　　　  　　  　　２回

(ｱ)(ｲ) 各コースで１２月～３月に三者面談を実施。１
２月と２月に進路希望調査を実施した。 Ａ

イ  進路ガイダンスによる指導
(ｱ) 編入学指導　　　　　　　　　　　　随時 (ｱ) ５月に編入学ガイダンスを開催。 編入学指導を２

名にのべ４回実施した。
　１２月の進路ガイダンスにて、２年生の編入合格者
が１年生の編入希望者にアドバイスを行った。

(ｲ) 進路ガイダンス　　　　　　  　　　１回 (ｲ) １２月と２月に進路ガイダンス（ハローワーク講師
による講演）を開催した。１２月のガイダンスでは、進
路内定者報告会（２年生代表による報告）も同日開
催

ウ  就農・就業の促進
(ｱ) 学内企業説明会　　　　　　　　　１回 (ｱ) ７月に学内企業説明会（県内外の企業、関東森

林管理局の計１６社）を開催した。１年生６２名と２年
生４名（就職先未定の希望者）が参加。企業毎に
ブースを設け、１人２～３企業の説明を受けた。

(ｲ) 進路内定者報告会　　　　　　　 １回 (ｲ) １２月に進路内定者報告会（２年生代表者による
報告）を開催し、１年生の進路方向の決定を促した。

(ｳ) ★３年後の離職率の調査　　　　　１回 (ｳ) ３年後の離職率の調査を実施

(ｴ) ★農業人材紹介企業との連携　　１回 (ｴ) 学内企業説明会において、農業に特化した求人
情報サイトを運営している企業と連携し、農業の業種
ごとの特色等について情報提供を行った。これによ
り、学生に幅広い選択肢を示すことができた。

エ  就農、就業（林業）への支援
(ｱ) 先進地等農林家体験学習
 　２年生・社会人コース　全員修了
　　１年生　　　　　体験学習先の決定

(ｱ) ２年生・社会人コース全員が体験学習を修了。
　また、１年生全員の体験学習先が決定。３月に合
同開講式を行い、順次体験学習を開始した。

(ｲ) 体験学習発表会　　　各コース１回 (ｲ) １０月～、各コースにおいて、体験学習報告会を
開催（野菜11月12日、花き・果樹10月6日、酪農肉牛
10月22日、社会人2月12日、農食10月7日、森林10
月8日）

実績の
上がる
進路指
導の実
行

【1年生】
(1)進路希
望の把握
と進路指
導体制の
強化

(ｱ)(ｲ) 今後、進路希望に応じた指導を行う。随
時、内定状況を把握し、進路指導にいかす。

Ａ

(2)農業高
校等との
連携強化

Ａ

(ｱ) 次年度も、校長・農林部長による農業系高
校訪問、管理職・担当職員による進学実績のあ
る高校訪問、担当職員による新任校長の高校
訪問を実施する。
　また、本年度の取り組みの効果を検証し、隣
接県高校の訪問について検討する。

(ｲ)(ｳ) 農業系高校（１０校）、進学実績のある高校（４
８校）を訪問し、学校案内、募集要項、オープンキャ
ンパスチラシを配布した。また、新任校長の高校（１５
校）を訪問し、理解を求めた。

１　キャリアデザインⅠ・Ⅱ　（共通
専門）
　１年次は多様な講義・演習を通
じて社会で働くための基礎的な知
識を習得する。２年次は就農・就
職等の希望する進路に合わせた
班別講義・演習等を通じて進路決
定のためのスキルアップを図る。

２　先進農林家等体験学習
　１年次の３月～２年次の９月の
期間、２６日間の体験学習を通じ
て、就農・就職（林業）のマッチン
グをねらう。

３　就職試験受験報告書の作成

４　就職試験直前模擬面接の実施
　希望する学生に対し、校長等が
面接官となり面接指導等を行う。

５　編入学ガイダンス

　
 就農班：就農計画作成、資金計画
　　　農業共済制度、県就農支援対策
　　　農業実践者等の講義、就農相談等
 就職班：就職活動の心得、面接・グルー
　　プ討議演習、プレゼンテーション演習等

 ※令和６年度進路（卒業生６１名）の内訳
　　　就農（雇用就農含む）：１９名（３１％）
　　　ＪＡ等農林業関係団体：１０名（１６％）
　　　民間企業：２１名（３４％）
　　　公務員：８名（１３％）
　　　進 　学：２名（３％）
　※就農率：（森林コース除く）３１％、
　　　うち雇用就農率４７％
　　　　　　林業就業率：１７％

(ｱ) 次年度も７月の早い段階で学内企業説明会
を実施する。今年度の説明会の状況や企業へ
の就職実績、３年後の離職率等を踏まえ、企業
を選定する。

(ｲ) １２月に進路内定者報告会（２年生代表者
による報告）を開催。１年生の進路方向の決定
を促す。

(ｳ) ３年後の離職率の調査を実施し、次年度の
学内企業説明会の企業選定にいかす。

(ｴ) 学内企業説明会において、農業に特化した
求人情報サイトを運営している企業と連携し、
農業の業種ごとの特色等について情報提供を
実施する。

A

(ｱ)(ｲ) 次年度も、高校教員対象の農林大見学
会、農業高校と県行政の連携会議を実施する。

(ｱ) 次年度も、高校からの要望に基づいた農林
大見学会を受け入れる。また、そのことを高校
側にも周知する。

(ｱ) 次年度も、派遣講義内容を県下全ての高校
に周知し、要望に応じて職員を派遣する。より
魅力的な講義内容を検討する。

Ａ

(ｱ)(ｲ) 次年度の社会人コースは７月下旬までに
体　験学習先を決定する。
　随時、経過を確認し、体験学習が計画的に進
められるように指導する。
　終了後は、１年生の体験学習先選定の参考と
なるよう、体験学習発表会を開催する。

(ｱ) 次年度も５月に編入学ガイダンスを開催し、
編入学に向けて早めに準備するよう指導する。
　２年生に対する指導は下記に記載

(ｲ) 次年度も１２月から進路ガイダンスを開催
し、就職活動への意識を高める。

Ａ
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番
号

重点方針 現　　　　状 評価項目 取組内容 経過・実績（3月末）
達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)次年度の課題と改善策

オ　資金等の活用
(ｱ) 就農準備資金説明会　　１回 (ｱ) 就農準備資金学内説明会を実施した（４月）結

果、１年生１名が受給を希望した。計画承認申請書
の作成を支援し申請したところ、交付決定され現在
受給中。また追加要望調査があった際には、その都
度学内に周知した。

(ｲ) 緑の青年就業準備給付金説明会
　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　１回

(ｲ) ４月に説明会を実施した後、個別相談を受けた。
給付金の計画策定・申請手続きを支援した２年生２
名について、審査会での書類作成支援を経て交付
決定され、現在受給中。１年生についても就職希望
調査や三者面談時に該当者へ給付金を周知した。

ア  就農者、雇用就農者、就業者への支援
(ｱ) 進路決定率　　　　　 ９８ → １００％
(ｲ) 就農率　　　　　　　　 ３１ → ４０％

令和８年２月末現在
(ｱ)(ｲ) 令和７年度進路（２年生４６名、社会人８名）
　　内定者５４名（１００％）前年同時期 ９８％
　　　就農（雇用就農含む）：１６名（３０％）
　　　ＪＡ等農林業関係団体：１３名
　　　民間企業：１６名、公務員：５名
　　　進学：３名　その他：１名

(ｳ) 学内企業説明会（再掲） 　　　 １回 (ｳ) ７月に学内企業説明会（県内外の企業、関東森
林管理局の計１６社）を開催した。１年生６２名と２年
生４名（就職先未定の希望者）が参加。企業毎に
ブースを設け、１人２～３企業の説明を受けた。

(ｴ) 農業業経営士等との連携 　 　２回 (ｴ) キャリアデザインⅡ（就農班）において、農業経営
士による講義、若手農業者への視察を実施。社会人
コースでは、農業経営士への視察（就農準備演習と
して２回）を実施。

(ｵ) 就活セミナー　　　　　 　　　     ３回 (ｵ) キャリアデザインⅡ（就職班）において、就活セミ
ナー（ハローワーク講師による講義）を３回実施した。

(ｶ) 面接等演習　　　 　　　　　  　  ４回 (ｶ) キャリアデザインⅡ（就職班）において、面接指導
（集団面接演習１回、個別面接演習３回）。その他、
学生の実状に応じて、各コース職員及び幹部による
面接練習を実施

イ  編入学希望者への支援
(ｱ) 編入学指導　　　　　　　　    　　随時

　※令和６年度編入学者　２名

(ｱ) 編入学指導（応募書類作成、面接指導）を３人に
のべ５回実施。１名に小論文添削指導（４～６月）。３
名合格

Ａ

ア  専門資格の取得（合格率）
(ｱ) 大型特殊自動車免許（農耕車限定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％

(ｱ) 大型特殊自動車免許（農耕車限定）
　　受験者数６３名　　　　　１００％
　　※人数は学生数のみ
　　※第９回免許試験3月13日に実施予定
　　※合格率は、2月末現在

【委員】
　資格は仕事するうえで重要。取れる範囲内で
なるべく取ってもらった方がよい。学校で取得で
きる意義は大きい。

(ｲ) けん引免許（農耕車限定）　１００％ (ｲ) けん引免許（農耕車限定）
　　受験者数１９名　　　　　　１００％
　　※人数は学生数のみ

(ｳ) 日本農業技術検定２級　　３０％以上 (ｳ) キャリアデザインⅡにおいて、資格取得に必要な
講義と試験対策を行った。２級の合格率が、全国の
農業大学校等の中で最も高かったことから、最優秀
団体として表彰された。
　　日本農業技術検定２級
　　　合格率：３６．６％（全国平均２３．３％）
　　　　7/5受験  　受験者３０名中　９名合格
　　　　12/6受験　受験者４１名中１７名合格

【委員】
　農業技術検定は、表彰されるまでになったと
いうことは素晴らしい。土壌医検定も現場で農
業をやる時にはとても役に立つ内容だと思う。
評価したい。

(ｴ) 危険物取扱者（乙4類）     ３０％以上 (ｴ) 応用科学Ⅰ（希望者受講）において、資格取得に
必要な講義と試験対策を行った。
　　危険物取扱者（乙４類）　　　　３１％
　　受験者２９名中　９名合格

(ｱ) クラッチ操作の資料を作成し、研修開始時
に指導の徹底を図る。入校案内時にマニュアル
免許の取得を推奨する。

Ａ

(ｱ)(ｲ) ４月に就農準備資金校内説明会、緑の
青年就業準備給付金説明会を開催する。
　以降、受給希望者に対し、申請書類等の作成
支援や情報提供を行う。

【2年生】
(2)きめ細
やかな進
路別指導

Ｂ

(ｱ)(ｲ) 次年度も、進路決定率１００％、就農率
向上を目指し、進路に応じた、きめ細かな指導
を行う。

(ｳ) 次年度も７月の早い段階で学内企業説明会
を実施する。今年度の説明会の状況や企業へ
の就職実績、３年後の離職率等を踏まえ、企業
を選定する。

(ｴ)～（ｶ) 次年度もキャリアデザインⅡ（就農班）
において、農業経営士や新規就農者など幅広
い経営体による講義や視察を実施する。
　キャリアデザインⅡ（就職班）では、ハロー
ワーク講師による講義や面接指導（集団、個
別）を行う。
　その他、学生の実状に応じて、各コース職員
及び幹部による面接練習や面談を実施する。

※専門資格の取得
　令和６年度実績（合格率）
　大型特殊自動車免許（農耕車限定）
　　 １００％　受験者数４９名全員合格
　けん引免許（農耕車限定）　１００％
　　受験者数１４名全員合格
　日本農業技術検定２級　　　３０％
　　受験者８１名中　２４名合格
　危険物取扱者（乙４類）　　　３３％
　　受験者６名中　２名合格
　毒物劇物取扱者　　　　　　１００％
　　受験者５名全員合格
　簿記能力検定３級　　　　　　５４％
　　受験者２４名中　１３名合格

(3)専門資
格取得教
育の強化

(ｱ)～（ｹ） 次のとおりの合格率を目指す。
①専門資格の取得（合格率）
◎大型特殊自動車免許（農耕車限定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％
◎けん引免許（農耕車限定）　１００％
◎日本農業技術検定２級　　３０％以上
◎危険物取扱者（乙4類）     ３０％以上
◎毒物劇物取扱者　　         ３０％以上
◎狩猟免許（わな猟）           １００％
◎簿記能力検定３級　　　　　６０％以上
◎土壌医検定３級　　　 　　　５０％以上
◎有機ＪＡＳ講習          　　　１００％

Ａ

【委員】
　進路指導は体系的に行われており、進路決
定率100％は大変評価できる。
　先生方の一言は大事だと思っている。親が
こっちの方と言っても、やっぱり先生に勧められ
たらそっちになる。先生のアドバイスは高校生
とか大学生には響くと痛感している。ぜひ、良
いアドバイスをお願いしたい。

(ｱ) 編入学指導（応募書類作成、面接指導、小
論文添削指導）を実施する。
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達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)次年度の課題と改善策

(ｵ) 毒物劇物取扱者　　         ３０％以上 (ｵ) 応用科学Ⅱ（希望者受講）において、資格取得に
必要な講義と試験対策を行った。
　　毒物劇物取扱者合格率　５０％
　　　受験者４名中　２名合格

(ｶ) 狩猟免許（わな猟）           １００％ (ｶ) 鳥獣被害対策（１年生前期）において、鳥獣捕獲
等に関する基礎知識について講義した。
　　狩猟免許（わな猟）合格率　１００％
　　　受験者２名中　２名合格

(ｷ) 簿記能力検定３級　　　　　６０％以上 (ｷ） 簿記論（１年生後期）において、資格取得に必要
な講義と試験対策を行った。
　　簿記能力検定３級合格率　７１％
　　　受験者３８名中　２７名合格

(ｸ) 土壌医検定３級　　　 　　　５０％以上 (ｸ) ★土壌肥料学の講義内容を、土壌医検定の取得
に向けた内容に変更して対応した。２月に実施され
た土壌医検定には、３級は６名、２級は２名が受検し
た（合格発表3月25日）。

(ｹ) 有機ＪＡＳ講習          　　　１００％ (ｹ) 有機農業論の講義の中で、有機JAS講習を実施
した（全４回）。受講学生４５名が全員修了した。

ア  研修生の確保やニ－ズに対応した授業
内容の充実
(ｱ) 研修生の定員確保　　　１００％

令和８年３月末現在実績

(ｱ) R7研修生の定員確保　１１０％
                                  （入校者109名/定員99名）
　野菜専門技術コース　７５％（15名/20名）
　有機農業コース　９０％（18名/20名）
　野菜基礎技術コース（春夏）　１００％（22名/22名）
　野菜基礎技術コース（秋冬）　１００％（22名/22名）
　いちごコース　２６０％（13名/5名）
　トラクター操作講座　１９０％（19名/10名）
　
　定員確保に向けた新規の取組みとして、申込みの
利便性向上（入校申込書の変更、記入例の作成、
Web申込の開始）、広報力の強化（ダイレクトメール、
ぐんナビ・県庁ポータル・群馬県インスタグラムに掲
載）などを行った。

【委員】
　実践学校の方たちには、経営の学びの場は
あるのか。
【回答】
　野菜専門技術コースは年間70回あるので、経
営についても触れる。経営計画を作成しても
らって、最後に発表してもらう。他のコースにつ
いては、そこまでの日数が無いのでやっていな
い。
【委員】
　自分から情報を取りに行かないと得られな
かったりすることもあるので。こういう学びに来
ている人達には情報が伝わると、より現実に農
業をやってもらえると思う。

(ｲ) 修了時の就農予定率
　　 野菜専門技術コース　１００％
　　 実践学校全体（いちごコース除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　９０％

(ｲ) 修了時アンケートで「すでに就農、数年以内に就
農、未定だが就農するつもりである」の割合
　
　　野菜専門技術コース　3月13日にアンケート実施
　　有機農業コース　１００％
　　野菜基礎技術コース(春夏）　１００％
　　野菜基礎技術コース（秋冬）　　９５％

(ｳ) 修了３年後の農業従事率
　　R４年度修了生の農業従事率　８０％

　※Ｒ３年度修了生の農業従事率　６４％

(ｳ)修了３年後の農業従事率
　　R４年度修了生の農業従事率　７５％

(ｴ) 有機農業アドバイザーの招聘 (ｴ) 有機農業アドバイザー（くらぶち草の会、佐藤氏）
の招聘により、有機農業コースにおける研修内容の
充実を図った。

(ｵ) 電子メールによる連絡体制の整備 (ｵ) 有機農業コースではＬＩＮＥのオープンチャット、い
ちごコースでは電子メールによる連絡体制を整備し、
情報提供・連絡・アンケート調査などに利用した。

４ 県民の
期待に
応えら
れる研
修の実
行

(1)多様な
研修ニー
ズに対応し
た「ぐんま
農業実践
学校」の運
営

Ｂ

(ｱ) さらなる広報の強化（募集開始の前倒し、市
町村広報・ＪＡ広報誌などへの掲載依頼など）を
検討する。定員割れのコースは、アンケート調
査などにより原因を明らかにし、開催内容の改
善を検討する。

(ｲ) 研修生が順調に就農できるように、実践的
な内容を充実する。具体的には農薬・土壌肥料
の講義の強化、機械研修の充実、テキスト（野
菜栽培便利帳）の改訂などに取り組む。

(ｳ) 同上

(ｴ) 継続して実施するとともに、有機アドバイ
ザーによる有機農業コースでの特別講義を増
やし、さらなる研修の充実を図る。

(ｵ) 引き続き電子メールによる連絡体制の整備
を強化し、情報提供を行うとともに業務の効率
化を進める。

１　ぐんま農業実践学校（R7年度
定員：９９名）
　新たに農業を始める人などを対
象に、野菜栽培の基本技術等の
習得を支援する。
　
２　農業機械研修
　免許取得研修（大型トラクター基
礎・けん引研修）、トラクター作業
機研修、農業機械安全利用研修、
農業機械整備研修、運転技能研
修（共催）を実施。延べ９００名以
上の学生や農業者が受講予定。
　
３　「農と食のふれあい講座」（公
開講座）
　一般県民を対象に、農林業への
理解や親しみを持ってもらうため、
農産加工、野菜、花、果樹の栽培
技術や農業機械の取り扱い、農産
加工に関する講座を計８回開催予
定。
　有機農業の学習として全国的に
も注目されている『菌ちゃん農法』
による高畝づくり講座を計３回開
催予定。
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重点方針 現　　　　状 評価項目 取組内容 経過・実績（3月末）
達
成
度

外部評価委員からの意見(R７年２回目)次年度の課題と改善策

ア  農業機械研修の計画的な実施と運転
免許の取得（合格率）
(ｱ) 大型特殊自動車免許（農耕車限定)
　（再掲）　　　　　  　　　　　　　　１００％

(ｱ) 大型特殊自動車免許（農耕車限定）
　　　受験者１６５名　　　　１００％
　　※第９回免許試験3月13日に実施予定
　　※人数は学生数も含む
　　※合格率は、2月末現在

【委員】
　学生教育との両輪で実践学校に取り組んで
おり、成果も上がっている。農林大のＰＲにも繋
がっている。

(ｲ) けん引免許（農耕車限定）
　（再掲）　　　　　　　　　　　　　　９８％

(ｲ) けん引免許（農耕車限定）
　　　受験者数４６名　　　　　　９８％
　　※第９回免許試験3月13日に実施予定
　　※人数は学生数も含む
　　※合格率は、2月末現在

イ  スマ－ト農業機械を用いた研修
(ｱ) スマ－ト農業機械研修
　開催回数／受講者数　２１回／２９５名

※令和６年度スマ－ト農業機械研修の実績
　　開催回数／受講者数　１５回／１９５名

(ｱ) スマート農業機械研修実績（３月末）
　　　開催回数／受講者数　２１回／２９４人
　　※第９回免許試験3月13日に実施予定

Ａ

【委員】
　スマート農業の講習にはドローンは入らない
のか。講習に行くのに茨城まで行かなければで
きない。県内では無い。農林大がやってくれる
とありがたい。
【回答】
　学生への講義ではメーカーを呼んでやったり
はしているが、資格取得という形では難しい。
学校で教えられる人がいるわけではない。設備
とか、環境とかを整える必要がある。相当の投
資も必要なので、ここで講習するのは難しい。
民業圧迫にも繋がるので慎重な対応が必要で
ある。

ウ  農作業安全研修等の実施
(ｱ) 校内における農作業事故（再掲）　０件 (ｱ) 校内における農作業事故　２件

ａ　鉈による左手人差し指の切創（全治５週間）。切
創手袋未着用（ゴム製手袋を着用）。

b　トラクター免許研修中にトラクター同士の追突事故
（停車中のトラクターに後続のトラクターが後ろから追
突）があり、追突車両が破損し、被追突車両の搭乗
者が腰を負傷した。

(ｲ) 農業機械安全利用研修
　開催回数／受講者数
　　　　　　　　３１回／３７０名

※農業機械安全利用研修の実績
　　開催回数／受講者数
　　Ｒ６年度　３０回／３２３名
　　Ｒ５年度　２９回／３８６名
　　Ｒ４年度　２２回／３１９名

(ｲ) 農業機械安全利用研修の実績
　　　開催回数／受講者数　３１回／３７０名

【委員】
　農業機械安全利用研修が回数も伸びてい
る。出向いて行くのも大変だと思うが、そういう
ことができるのが農林大の研修部だけになって
いるので、ニーズにできるだけ応じて頑張って
もらいたい。農林大のＰＲにも繋がっている。

ア  職員の専門性を生かした講座の実施
(ｱ) 公開講座の満足度評価
　　　「おおむね満足」以上　　９０％以上

※令和６年度公開講座の実績
　　満足度評価　「おおむね満足」以上　９６％
　　受講者数１４５名

(ｱ) 令和７年度公開講座の満足度評価
　　「おおむね満足」以上　８２％

受講者数１６９名（予定）

実施済み６回：梅加工、刈払機操作、秋冬野菜づく
り、キュウリ・ナスの管理、小型管理機操作、果樹整
枝･剪定　受講者数１２７名

実施予定２回：春夏野菜づくり、花き栽培　受講予定
者４２名

(ｲ) 「菌ちゃん農法」による土づくり野菜作り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講座　３回

(ｲ) 「菌ちゃん農法」による土づくり野菜作り　３回

第１期：第１回は令和７年３月に実施済み。第２回を8
月27日（受講者６０名）、第３回を11月26日（受講者５
６名）に開催

第２期：第１回を10月8日（受講者５１名）に開催

(3)農林業
に対する
理解を深
める公開
講座の開
催

Ｂ

(ｱ) アンケートの要望を踏まえて、新たな講座内
容（鳥獣害、土づくりなど）を検討するとともに、
開催回数の見直しを行い重点化を図る。

(ｲ) 「菌ちゃん農法」による土づくり野菜作り ３回
第２期の第２回（５月中下旬）と第３回（６～７
月）、第３期の第１回を開催する。

(2)県民
ニーズに
対応した農
業機械研
修の実施

Ａ

(ｱ)(ｲ) 一般農業者の事故対策として、保険加入
の義務化を実施する。学生向けには、クラッチ
操作の資料を作成し、研修開始時に指導の徹
底を図る。入校案内時にマニュアル免許の取得
を推奨する。

(ｱ) スマート農業機械を体験できる貴重な場な
ので、引き続き実施する。

Ｄ

(ｱ) 事故事例を検証し、作業前の装備確認や危
険予知を行うなど、農作業事故防止に努める。
　トラクター操作に関しては、入校案内時にマ
ニュアル免許の取得を推奨するとともに、クラッ
チ操作の資料を作成し、研修開始時に説明指
導の徹底を図る。

(ｲ) 要望に応じて引き続き実施する。研修内容
は随時改善を図る。

10


